
2 3

地域協議会

　県立図書館では、今年度から、館内に『学校図書館支援センター』
を設置し、学校教育をバックアップします。学校図書館を使って、
読書や調べる学習を進める研修や情報提供を行います。

　義務教育以降の学びの基礎となる質の
高い幼児教育の全県展開のために、「幼児
教育振興プログラム（改訂版）」「鳥取県幼
保小連携カリキュラム」を引き続き活用し、
幼稚園・保育所・認定こども園等の指導力
向上を図る取組を推進します。

　県教育委員会では、全ての子どもたちの土曜日における
教育活動の充実を目的として、学校・家庭・地域が連携・
協力して行う学校における授業や地域における多様な
学習や体験活動の機会の充実など、土曜日の特性を生
かした取組の推進を支援します。

　県立専門高校9校で、地域の産業界と学校のネットワーク
会議を立ち上げ、地域の企業からの助言を受け、学校に応じた
新たな教育プログラムの設定や、現在行われている教育プロ
グラムの検証、見直しをすすめています。
　経済・産業界が求める人材を知り、地域産業界との連携を深
めることで、積極的な教育内容の改善、地域のニーズにあった
人材育成の推進につなげていきます。

　社会の複雑多様化により子どもを取り巻く環境も大きく変化し、
学校が様々な課題を抱えるなか、これまで以上に学校・家庭・地域
が一体となって子どもを育てる体制づくりが求められています。
　県教育委員会では、地域住民等と中学校区内の小中学校教職
員が、「目指す１５歳の子ども像」を共有し、小中９年間を見据えた
一貫教育を推進しようとする市町村の取組を支援します。
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基 本 理 念鳥取県教育の平成27年度
鳥取県教育委員会の

主な取組

自立して生きる力 豊かな心と健やかな体 社会の中で支え合う力
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～児童・生徒の主体的に学ぶ力、
　　　　　　生きる力を育むために～
『学校図書館支援センター』を開設します。

幼児にとって「遊び」は
　　　 大切な「学び」です。

　インターネット上の遊びの王様ランキングサイトにある運動遊び
にチームで挑戦！！楽しく運動する機会をつくります。スマートフォン
からのアクセスにも対応しました。

遊びの王様ランキング
URL http://www.asobi2.com  

　鳥取県ゆかりのトップアスリートが学校を訪問し、体験談を
語ったり、一緒に運動したりします。

トップアスリート派遣
URL http://www.pref.tottori.lg.jp/120027.htm

　指定校（園）に地域のスポーツ指導者を派遣し、子どもたち
が楽しく運動する機会をつくります。

チームとっとり元気キッズ育成モデル事業

　就学前から小、中、高等学校まで、一貫した見通しを持った「とっ
とり学校図書館活用教育推進ビジョン」を策定します。また、司書
教諭と学校司書が学校内で果たすべき役割・業務などについてま
とめた「とっとり学校図書館活用教育ハンドブック」を作成し、全学
校に配布する予定です。

学校現場での図書館活用教育を推進します。

問合せ先 県立図書館  電話 0857（26）8155  FAX ０８５７（２2）2996

問合せ先 県教委小中学校課　電話 0857（26）7915　FAX ０８５７（２6）8170

問合せ先 県教委高等学校課　電話 0857（26）7786　FAX ０８５７（２6）0408

問合せ先 県教委高等学校課　電話 0857（26）7517　FAX ０８５７（２6）0408

問合せ先 県教委特別支援教育課　電話 0857（26）7575　FAX ０８５７（２6）8101

問合せ先 県教委特別支援教育課　電話 0857（26）7598　FAX ０８５７（２6）8101

問合せ先 県教委体育保健課  電話 0857（26）7923  FAX ０８５７（２6）7542

問合せ先 県教委特別支援教育課  電話 0857（26）7575  FAX ０８５７（２6）8101

問合せ先 県教委高等学校課  電話 0857（26）7917  FAX ０８５７（２6）0408

生きる力を育むとっとり学校図書館
活用教育推進事業

「遊びきる子ども」をめざして
幼児教育充実活性化事業

地域の産業界の担い手を育成するために、
専門高校と産業界のネットワークを構築します。

鳥取県版キャリア教育推進事業

土曜授業等実施支援事業

子どもの体力向上
推進プロジェクト事業

特色ある小中9年教育
支援事業

目指す15歳の
子ども像
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◆地域の特色を生かし、小中９年間を見通
した系統性あるカリキュラムを作成
◆各学校毎の地域協議会に加えて、中学
校区全体のネットワーク会議を設置

中学校
地域協議会

小学校 小学校
地域協議会

学校支援
ボランティア

放課後
子ども教室

家庭教育
支援チーム

ＰＴＡ 土曜授業等 公民館 おやじの会

女性会 子ども会 自治会 青少年育成協議会

ネットワーク会議

問合せ先 県教委小中学校課  電話 0857（26）7512  FAX ０８５７（２6）8170

◆地域の教育資源の共有と活用
◆子どもの成長を地域で支える体制
◆次世代につなぐ持続的な地域づくり

目指す
子ども像の
実現へ

　近年、懸念されている子どもの体力・運動能力
の低下、二極化に対応するため運動意欲を高め、運動に親しむ
子どもたちを育てます。

近畿高等学校総合文化祭

　近畿ブロック2府8県（鳥取、兵庫、大阪、徳島、京都、奈良、
滋賀、和歌山、三重、福井）の文化部に所属する高校生たちが
鳥取の地に会し、日頃の成果を発表し合い、交流を深めると
ともに、各地域の伝統文化の継承や新しい芸術文化の創造を
目指します。11月14日にとりぎん文化会館で開催する総合
開会行事では、生徒たちが「ふるさと」のテーマに沿って総合
パフォーマンスを披露します。

あいサポート・特別支援学校合同文化祭
　合同文化祭への参加を通して、特別支援学校児童生徒の自
主性や自信、自尊感情を育てるとともに、障がいのある人もな
い人も共に交流することにより、障がいに対する理解啓発を
進め、共生社会の形成を目指します。

5月初めにスタート！！

マスコット
キャラクター

ウサメ

開催日 平成27年 10月24日（土）（※時間は午後を予定）
会　場 県立倉吉体育文化会館

開催期間 平成27年 11月14日（土）～22日（日）
会　場

主
な
取
組

鳥取市　とりぎん文化会館他…合唱、吹奏楽 等
倉吉市　倉吉未来中心他…郷土芸能 等
米子市　米子コンベンションセンター他…演劇 等

その他、県内各地で様々な催しがあります。詳細はHPをご覧ください。
https://www.pref.tottori.lg.jp/kinsoubun35/

「遊び」を通して、いろんな力が育まれます！ 
その力は小学校以降の学習や生活につながります。

　外部の研究者等を各高等学校に講師として派遣し、その指導助言を受けながら
校種を超えた連携や21世紀型能力を育む教育を実践するための基盤を作ります。

　東京大学等の協力により、最新の
学習科学の知見を取り入れた授業
方法の研修をとおして、アクティブ・
ラーニング型授業の設計力、実践
力を育成します。（年5回開催）

21世紀型能力を育むための講師派遣

学習科学セミナー 学びの文化祭

●園内研修の充実に向け、各園での特色ある取組を
　紹介する「実践事例集」や「園内研修用DVD」を作成　
●幼稚園教員・保育士等の合同研修会
●幼保一体化に向けた幼児教育・保育相互理解研修
●小学校教員による保育所等での長期社会体験研修

　生徒主体の学習や協調・協働して答えを創り上げる学習を実現する次世代型授業（アク
ティブ・ラーニング（※）型の授業）の実践に向け、教員研修や授業公開を全県で展開します。

県全体で、21世紀型能力を育む教育を進めます。

　鳥取市・倉吉市に発達障がい支援アドバイザーを配置し、
ひらがなを流暢に読めるようにすることを目指して、小学校
低学年において読みのつまづきを早期発見し、早期支援を行
うための研究をすすめます。

　特別支援学校における教育にタブレット端末等のＩＣＴ機器を取り入れることで、
幼児児童生徒の学びの質を高め、学力向上や学びに対する意欲を引き出すための
支援体制の充実を図ります。

21世紀型能力（※）を育む次世代授業創造プロジェクト

発達障がい児童生徒等支援事業

特別支援学校ICTサポート事業

問合せ先 県教委小中学校課　電話 0857（26）7512　FAX ０８５７（２6）8170

　鳥取県の子どもたちが、さらに伸びていくためには、「落ち着いてのびのびと学
べる環境づくり（学びの集団・人間関係づくり）」が欠かせません。さらに、いじめを
生まない学級づくりやいじめの解消、不登校の未然防止のためにも、学級づくりや
人間関係づくりに対する具体的な取組が重要です。そこで、学級づくり・人間関係
づくりに積極的に取り組む中学校区を５つ指定し、取組の推進を支援します。そし
て、その実践の成果を反映させたハンドブックの作成や研修等により、全県的な取
組の充実を図っていきます。

学級づくり・人間関係づくり推進事業

　アクティブ・ラーニン
グ型授業の公開、研究
協議等をとおして、研
修の成果を全県に普
及します。

各学校におけるＩＣＴ教育推進者
（仮称）を養成する中で、一人ひと
りの実態に応じてＩＣＴ機器を活用
した授業力の向上を目指します。

ＩＣＴ研修の充実 ＩＣＴ機器を活用した学びあい
鳥取養護学校、白兎養護学校の生徒が、鳥取
湖陵高校の生徒とＩＣＴ機器を活用しながら交
流及び共同学習を行う中で、互いを理解し共
に学びあい共に生活する環境を形成します。

　鳥取県教育委員会では関係機関
等と連携しながら、子どもたちととも
に「鳥取県の人づくり」にチャレンジ
し続けていきます。皆様のご理解と
ご協力をお願いします。

自立して心豊 かに生きる 未来を創造する 鳥取県の人づくり
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問合せ先

県教委小中学校課
電話 0857（26）7512　FAX ０８５７（２6）8170
県教委高等学校課
電話 0857（26）7916　FAX ０８５７（２6）0408

＊H26年度の取組を4ページで紹介しています。

ふるさと鳥取県に誇りを持ち、未来を創造する力

毎月１７日は柔軟の日（若桜町の取組より）

学校や家庭でチャレンジ！

※２１世紀型能力とは…21世紀を生き抜くために求められる能力で、「思考力」（未知の問題に対して答え
を生み出すための力）とそれを支える「基礎力」（ことば、数、情報のスキル）、「実践力」（人と協調して現実
の問題を解決するための力）から構成されるもの。

取組イメージ

※アクティブ・ラーニングとは…教員が一方的に知識を教える「講義型」ではなく、生徒自らが課題を解決
したり、プレゼンテーションをしたりする授業。


